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営業部 Y の考察
☆羅針盤 鉄･非鉄スクラップ・・市況からの5月予測

鉄スクラップ 考察） 4月は指標となる東京製鉄宇都宮工場の特級価格19,000円／トンでスタートし、最終は18,500円／トンとなり500円／
トン下がりました。4～6月の粗鋼生産量が前年同期比で25.9％減、関東鉄源の輸出価格の下げを見ても5月の上げ
は期待できません。発生減でもありますが下がると思います。

新型コロナウイルスの影響で全国的に中間処分場・最終処分場共に搬入量が激減しています。4月だけで通常の3
割くらい下がっているようです。5月に関しては、工事の延期・店舗やイベントの再開状況により一層厳しくなると思わ
れます。この時期新規の取引に応じる処分場が多いと思います。

アルミ 考察)

＊5月(皐月) 待望のゴールデンウィークが始まります。毎年この日を楽しみに国内、海外へ観光旅行の人波が出来ま
すが、今年は世界中がコロナとの戦いのため、ステイホームの週間となりました。例年、旅行等の外出予定のない方々
は、ゆっくり近所の散歩とか、日ごろ溜めていた録画ビデオを堪能して英気を養おう！と思ったかも知れませんが、感染
予防の規制で、「出ては駄目よ！」と言われると、逆に囲いを超えて外に出たくなるのが人情でしょう。日本より規制が厳
しい海外では自由を求めて暴動が起きているというニュースに胸が痛くなります。公園の遊具も使えない、太平洋を目の
前にしてもサーフィンも出来ない。辛いですね。遊びだけではありません、経済の保証もなく先が闇という企業も出てき

＊東港金属グループは非鉄・スクラップの買取り、産業廃棄物処理を “いつでも”お受け
致し ます。身近なリサイクルパートナーとしてお気軽にご相談ください。

4月はＬＭＥ1,520ドル台／トンでスタート、最終的には1,500ドル／トン台と多少下がりました。5月に関しては自動車メ
ーカーの工場停止及び2次合金メーカーの受入状況からみても下がると思われます。

産廃一般 考察）

☆羅針盤

「カーボンフットプリント制度」をご存じでしょうか？
カーボンフットプリント（Carbon footprint、以下CFPと記します）とは、文
字通読めば「炭素の足跡」となります。ここでいう「カーボン(炭素)」とは
二酸化炭素(CO2)のことを表していて、「フットプリント(足跡)」とは、その
排出量を表しています。

CFPは私たちが常日頃、使用または利用している商品やサービスの
「原材料調達→生産→流通→使用・維持管理→廃棄・リサイクル」に至
るライフサイクル全体を通して排出される温室効果ガスの排出量を、
CO2 に換算して分かり易く表示し、温室効果ガスの排出削減手段とし
ての仕組みの一つです。
同じように、製品のライフサイクル全体を通して環境負荷及びそれら
による地球や生態系への環境影響を定量的に評価する方法としてライ
フサイクルアセスメント (Life Cycle Assessment：LCA) があります。
LCAでは、CO2を中心とする温室効果ガスによる地球温暖化を始め、
酸性化、富栄養化、資源枯渇などが環境影響のなかには含まれており
ますが、CFP制度では、このLCAを使い、製品のライフサイクル全般で
排出された温室効果ガスに対象を限定し、それらの温室効果ガスが地
球温暖化に与える影響の程度をCO2 相当量に換算・合計し、表示す
る制度で、京都議定書で対象となっている６種類のガス（CO2、CH4、
N2O、HFCs、PFCs、SF6）を対象としております。

データで見る産業廃棄物の排出と処理等の状況

4月はＬＭＥ4,870ドル台／トン、国内銅建値570,000円／トンでスタート、最終的にはＬＭＥ5,170ドル台／トン、国内銅
建値590,000円／トンと上げました。5月に関しては、新型コロナウイルスに対する欧米諸国の対応の緩和情報からみ
ても多少上がると思われます。

日本でのCFPの表示は、右図に示す
「カーボンフットプリントマーク」が使われ
ており、事業者の自主的な取組みの象徴
として表示することを目的としたマークで
す。このマークは、製品がその一生のうち
に排出する温室効果ガスをCO2量に換算
し定量的に「見える化」したもので、右図
の例では12Kgを排出するとの表示です。

基準は設けず合否も優劣も示さず、判断は購買者に任せております。
因みに、CPFマークのような環境ラベルは、各国の代表的標準化機
関から成るISO（International Organization for Standardization：国際標
準化機構）で、以下のように３タイプに分けて規格を制定しております。
タイプI（ISO14024）第三者認証：

第三者認証による環境ラベル（例・・エコラベル）
タイプII（ISO14021）自己宣言 ：

事業者の自己宣言による環境主張
タイプIII（ISO14025）環境情報表示：

製品の環境負荷の定量的データの表示（例・・CFPマーク）

産廃排出量の推移を図-4で示します。排出量は近年やや減少傾
向ですが、年間3億8千万トン前後で大きな変化はありません。

図－1 特別管理を含む産業廃棄物処理業の許可件数の推移

また、平成29年4月1日現在の産業廃棄物業と特別産業廃棄物業の
許可件数の内訳を図-2と図-3で示します。
（複数の許可を持つ業者についても項目ごとに積算しております）

図－2 産業廃棄物処理業の許可件数（平成29年4月1日現在）

図－3 特別産業廃棄物処理業の許可件数（平成29年4月1日現在）

最終処分場の残存容量と残存年数の推移を図-5に示します。残
存容量は、 新規登録もあり横ばいになっておりますが残存年数は
右肩上がりの状況です。これは、排出時の選別と中間処理施設で
の再資源化等が進み図-6で示すように、最終処分量が大幅に減少
しているためで、今後 もこの傾向が進むものと思われます。

図－4 産業廃棄物排出量の推移図－4 産業廃棄物排出量の推移

図－5 産業廃棄物最終処分場の残余容量と残余年数の推移図 5 産業廃棄物最終処分場の残余容量と残余年数の推移

出典：環境省産業廃棄物の排出及び処理状況等
http://www.env.go.jp/recycle/waste/sangyo.html

図－6 産業廃棄物最終処分場の残余容量と残余年数の推移

ています。「何もできない」忍の一字が続くGWとなりました。でも、辛いここを国を挙げてワンチ
ームとなり、歯を食いしばって頑張ったら、トンネルの先に光が見えることは保証されているの
です。4月初め、街のあちこちには今年も忘れずにツバメが舞い始めました。嬉しい訪問です。
「ちゅるちゅるり つばめ戻りぬ コロナの街に」。 笑顔のあふれる夏休み、お盆となるよう痩せ
我慢でも上を向いて頑張りましょう。その時スクラップ業界はきっと大忙しになるでしょう。

今回は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の影響で隔月掲載のコ
ラムを延期しました。代わって環境省の発表資料を参考に、産業廃棄
物の排出と処理の状況、及び産業廃棄物処理業の許可等に関する状
況をお伝えすることと致しました。
特別管理を含む産業廃棄物処理業の許可件数の推移を図-1に示し
ます。 許可件数が平成２２年から２３年に大幅に減少したのは、廃棄
物処理法の改正により、許可が合理化されたことによります。

http://www.env.go.jp/recycle/waste/sangyo.html



